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現代中国における仏教寺院経営の変容
－－南地域の小規模な寺院を事例として－－
王 嵐
研究背景
1980 年代以降の中国では、改革開放に伴い、民衆の宗教信仰心が、抑圧された過去に反発する形
でよみがえった。そして、政府の宗教保護政策もこれらを支えているため、寺院や宗教実践が復興さ
れてきた。更に近年では、政府の開発計画とあいまって急速な観光化と経済発展が進展している。そ
れとともに、仏教寺院の観光化、僧侶の社会化、信仰の世俗化などの現象がどんどん広がり、寺院に
おいて、大きく変化が起こった。
本調査報告では、中国（福建省）南地域において、今日、小規模な仏教寺院をめぐる経営状況が
どのように展開し、それが地元の人々に仏教実践にいかなる影響を及ぼしているのか。その実態につ
いて明らかにすることを目的とする。
南地域は、仏教が広く信仰される地域として知られている。調査を行った Z寺院（仮称）は元々
地元の民間信仰として神様を祀る小さな寺院だった。地元の村人の経済状況はまだあまりよくなかっ
たのである。2003 年、シンガポールから帰国してきた一人の僧侶はこの寺院の住職になって、仏様
と神様を共存にして、新しい寺院を再建する動きが始まった。寺院の経営は、今はほとんど住職の蓄
えとシンガポールなど地域外の信者からの寄付によって成り立っているが、新しい寺院の再建につれ
て、若い住職の新しい理念と発想はだんだん実現できるようになっている。
こうした背景を踏まえ、本発表では、①長年外国の経験を持つ若い僧侶。②地元の民間信仰と仏教
の融合。③寺院の再建計画。④寺院の新しい経営理念と方式。⑤現地の村人に及ぼす影響。という五
つの方面から、小規模な仏教寺院の再建を契機に現れた経営方式の変容を考察する。また、この調査
では、村人の仏教に対する意識化とこのような新型の寺院の再構築が現地において果たす役割を明ら
かにしたい。
樟公寺の由来：
中国福建省南部詔安県四都鎮金星郷に位置する樟公寺は元々聚霊庵と呼ばれ、元末明初（1368）に
建てられ、地元の守護神とする樟公の仏像を祭るお寺である。伝説のよると、元の時代、地元の 1本
の樟樹（クスノキ）は秀才（明・清代の科挙制度で、院試に合格し、府・州・県学に入学を許された
学生「生員」の通称。）の格好をして、「樟樹楠」という名前を名乗って、都へ科挙の試験を受けに
行った。審査するとき、審査員は解答用紙を開くと、すごくいい香りがする紙に書いた文章もとても
素晴らしかったので、審査員はすぐ皇帝様に報告した。殿試で「樟樹楠」は「状元」（科挙の最終試
験である殿試を 1位で合格した者の称号）に指名された。知らせに来る人は、元登録した住所を探し
た結果、そこに家もないし、誰もいない、ただひときわ高く聳え立つ 1本の樟樹があった。そこで初
めて「状元」は樟樹の神様だったとわかる。地元の人はこのことを知ってから、お寺を建て、その神
様の顔に基づいて、状元像を作って祀りはじめた。入学試験など大切な試験ごとに、大勢の学生はこ
こへ拝みに来るようになった。確かに、地元から、エリートや、インテリが出てきたことは少なくな
いので、信者はどんどん増えてきたのである。
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当時のその樟樹は太い樹幹 1本しか残っていないが、今はまだそのまま樟公寺の厨子に置かれて祭
られている。
寺院は清乾隆戊寅、道光癸已、咸豊丁已年、三回補修されたことがある。
図 1 聚靈庵
図 2 残された樟樹
図 3 祭られている樟公と仏様
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１ 長年外国の経験を持つ若い僧侶
40 代の住職「釈明朗」は、幼い頃から、仏教の信者である親の影響で、仏教に育まれた。専門学
校を卒業してから、就職一年も足らず、広東省潮州市にあるお寺で出家した。中国佛学院の勉強を経
て、優れた成績で卒業した後、汕頭市のお寺で修行に励んでいた。1995 年、シンガポールに行った
とき、シンガポール仏教協会の副主席である法照大和尚（護国金塔寺住職、仏牙寺住職、慈光福利協
会主席）と親しんできたが、護国金塔寺の監院という役職を 7年間担当していた。長年外国のお寺で
の修行と寺院の運営に関する仕事は明朗師に深い影響を及ぼした。インタビューするとき、明朗師は
「法照大和尚が社会福祉事業に積極的に尽くす姿も心に刻んでいた」と語った。
2003 年 10 月、帰国する契機で、樟公寺を訪れた。地元の住民達の素朴で敬虔な態度に感動され、
ここで新しいお寺を建て、仏法を発揚し、善良な人々に何か役に立つことをしようと誓った。そこで、
樟公寺に住み着き、再建計画を立て始めた。今年は 6年目になった。
２ 地元の民間信仰と仏教の融合
元々民間信仰であった聚霊庵は、「科挙の神」と呼ばれる樟公を祀る以外に、如来、文殊菩薩、普
賢菩薩の仏像を祀っていたが、日常管理のことは地元の老人会の方が担当され、お坊さんもいなかっ
たし、村人の仏教意識もかなり薄かったといえる。一年中、お寺の主な行事は 3つしかなかった。
旧暦 9月 16 日 樟公の誕生日
旧暦 12 月 24 日 樟公が神様になる日
旧暦正月 3日夜 樟公が地元に戻る日
民間信仰であるので、あまり仏教のしきたりに従っていないことが多くあった。特に供え物として、
丸ごとの鶏、アヒル、ガチョウも供えたのである。
明朗師が樟公寺の住職になった以後、村人の信仰を認めながら、仏教を大いに宣伝することになっ
て、一年中、元の行事は勿論そのまま、仏教の行事も行うことになってきた。
新しい本堂が出来るまでは、仏様と樟公はまだもとの本堂で一緒に祀っている。でも、仏様に供え
るものは肉類のものは禁じられているから、まず仏様を、次は樟公の順番で祭ることになったのであ
る。肉類の供え物は堂内に持ち込むことが禁止されている。
新しい本堂ができたら、仏様を本堂に移して、樟公はそのままもとの仏堂に置かれて、別院として
扱うことになる。
今は、地元の民間信仰と仏教の信仰がうまく融合されていて、信者の数もどんどん増えて、参詣人
が絶えない。
こういう並存する様式は、仏教の信仰と長い歴史を持つ民間信仰とともに合理的に存在し、辺鄙の
地域にいる住民が知識、教育、文化に対する憧れと追求を満たされるし、また、専門の方（僧侶）の
管理によって、宗教信仰の思想も広く発展されると見られているのである。
３ 寺院の再建計画
元の樟公寺は面積は 500 平方メートルであったに対して、新しい寺院は村人から百ムー（1ムーは
666.7 平方メートルに相当する）くらいの土地を買収した。
本堂は唐代の寺院の建築を真似て建てるのであるが、日本の寺院とよく似ている。
新しい本堂、食堂、僧舎、静修堂などの建物を建てる以外に、広い庭園を持つ境内には、百年の歴
史がある茘枝園、竜眼園、梅園などいくつか区画を整える計画を実行中である。
静かに修行できる場所を作りたい。お寺の僧侶達だけではなく、信者及び一般の市民がここで仏教
文化を習得し、静かな環境に恵まれて、都会の煩わしさから解放されて、心が癒される場所を提供し
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たいと住職は語っていた。
４ 寺院の新しい経営理念と方式
今寺院はまだ建築工事の最中である。資金は住職の長年の貯え、その他は、シンガポールや中国の
信者からの寄付金で構成されている。いままで、もう 500 万元（7,500 万円くらい）あまり投資した
けど、まだまだ足りないところが多いようである。そのために、住職はとても苦労していて、年々シ
ンガポールなど東南アジアの国々と中国の間を行ったり来たりしている。
寺院の内部管理は、伝統的な管理システムがそのまま残されている。住職、監院、知客、維那、典
座などの職が設置されているのである。
僧侶達は自分の修行に励むこと以外、対外は新しい理念と経営方式をやり通すと見られる。
図 4 樟公寺の定礎式
図 5 新しい寺院の企画図
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①お寺と地域住民との絆、関係、交流をもっと強化すること。
②人々の悩みに応じて、人々に仏教の真髄を伝えることを中心に、「心の教育、精神文化、仏教普
及」など色々な面から、人々の心の支えになるように努力すること。
③中国各地及び外国からの短期修行するコース；精進料理のレストラン；線香の生産工場などの経
営は計画中
④布施や寄進金などの管理と慈善事業の実施。集めたお金をどのような事業に使ったり、運用した
りしているのかというような、使い道の面について真剣に考えているところだ。
５ 現地の村人に及ぼす影響
このお寺は迅速に発展してきた大きな原因の一つは住職の個人的な魅力にもあると思われる。修養
を積んでいる住職は自分に厳しく要求するのに、信者や普通の人々に対して、とても優しくしている。
思いやりに溢れている方で、他の僧侶たち、及び地元に大きな影響を与えている。
①信者数の増加
詔安県は寺院が 60 余りあるが、樟公寺は既にその中の一番大きなお寺になった。元々迷信であっ
た住民達はだんだん仏法についての認識が深まってきて、宗教に対する知識も増えてきた。
樟公寺が位置する所の近くに村が三つある。村人は 1万人弱であるが、皆樟公を信仰している。仏
教の信者はわずか百人ぐらいいた。その中は、受戒された人は一人もいなかった。この何年間、仏教
の影響はどんどん大きくなってきて、仏教の行事に来る人が多くなって、受戒を受ける信者の数は
年々増えてきて、お寺でボランティアをしている村人が多いのである。その中、鎮（町）長の義母は
図 6 慈善活動に活躍している
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毎日きて、朝から晩まで手伝ってくれているのである。
②周辺への影響
シンガポールをはじめ、アモイ、汕頭などの周辺都会、住職の出身地である東北地方からやって来
た信者はだんだん増加し、樟公寺の名を慕ってやってきた皆は、いろいろ慈善事業に参加し、生活に
はまだ不自由な村人に恩恵をもたらした。新しい寺院が出来たおかげで、何も無かった周りは、だん
だん工場や企業も進出してきた。
③慈善事業の発展
地元の経済発展はまだ立ち遅れている状況で、貧困な生活をしている人が少なくないのである。捨
身的に大衆のために貢献するという仏教精神に基づいて、樟公寺は地元の孤児・病人・老弱者・貧民
などの救済のために積極的に慈善事業に取り組んでいる。
例えば、家庭困難がある学生に学費など一定の経済援助すること；毎年老人会の人と貧困家庭を訪
問し、お金、衣類、生活用品を支給すること；一人ぼっちで、ずっとお寺に住んでいる 89 歳のお婆
さんの世話をして、病院に連れて行ってあげたり、毎日薬を飲ませたりして、今のお婆さんはとても
元気だそうである。
明朗師が来たこの数年間、村人は何か困ったことがあれば、樟公寺へ行こうとよく口に出す言葉で
ある。
終わりに
以上は五つの方面から、小規模な仏教寺院の再建を契機に現れた経営方式の変容、村人の仏教の意
識化及びこのような新型の寺院の再構築が現地において果たす役割を考察してみた。
現代中国の社会経済の発展は、仏教や他の社会階級の変動に、大きな利益をもたらす。現代中国の
寺院の経済、社会の文脈でこのようなステップで徐々に宗教的な経済のフォームの正当性を構築して
いるので、宗教界と社会に注目されている。しかし、今は仏教寺院の経済に対して、道徳的な批判面
に限られ、社会的な意義はあまりかんがえていない現象である。
実際には、仏教の経済活動は、自己の特別な社会的意義を示している可能性がある。宗教的な行動
ロジックに基づいて、社会的な倫理、信者への関心及び社会福祉を築くことができるようになるので
ある。このため、世俗化、商業化という寺院の経済活動をひたすら批判するより、一種の社会的な経
済形式及びその社会的な意義への真の理解を達成するために努力したほうがよいかもしれない。寺院
の経済行為とそれに基づいている慈善行為は、社会、倫理、宗教の精神に基づいて、自分の善意と利
他的な感情を表し、公共の利益の自主的なサービスの追求に取り組んでいることを理解してほしいと
考えている。
特に 20 世紀以来、中国の仏教は「人間仏教」という社会運動が行われているが、それゆえに、い
ろいろな形の社会－経済活動は、仏教が地域社会に奉仕するための重要な道として認められている。
国の経済発展のため、宗教側も役に立つために、いろいろな面に取り組んでいる。まず、仏教の説教
を通して、信者たちに自分の仕事に尽くすことを考えさせる。第二に、信教の大衆に関心を持ち、貧
困から脱し豊かになることに力を入れる。第三に、寺院が自立することを推進する。第四に、宗教の
力の優位性を利用し、「3導入」（資本、技術、人材を導入する）のための橋渡しをする。このように、
現代中国の宗教の経済活動は直接社会経済活動に参与している。一方、社会経済の発展は、宗教自体
の経済事業を推進していることが明らかに示されているのである。宗教の慈善活動は社会福祉事業の
有益な補充になっていることも見られている。
注：文中の写真は、全て著者が中国でフィールドワークの時撮ったものである。
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Management Changes in Buddhist Temples in Modern China
－A case of a small temple in South region of Fujian Province－
Lan WANG
In this report, in the south region of Fujian province in China today, a small Buddhist temple how to
expand business conditions, or does it have any influence to local people on Buddhist practice. The
author try to clarify the purpose for their realities.
キーワード：仏教寺院、経営方式、小規模、住職、再建
Keywords : buddhist temple, management style, small scale, priest, reconstruction
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